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埼
玉
県

摂
食
嚥
下
研
究
会
だ
よ
り

埼
玉
県

摂
食
嚥
下
研
究
会
だ
よ
り

に
つ
い
て
お
話
し
す
る
。
本
日
の
話

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

で
あ
る

JS
T

日
本
科
学
技
術
振
興
機
構
の
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
と
の
２
カ
国
共
同
研
究

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
産
学
官
の
連
携
事
業
）

の
研
究
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
口
の
機
能
の
低
下
で
あ
る

が
、
最
近
は
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
・

口
腔
機
能
低
下
症
と
呼
ば
れ
て
い
る

が
、
最
終
的
に
は
栄
養
障
害
か
ら
フ

レ
イ
ル
へ
と
繋
が
っ
て
く
る
。
栄
養

の
入
口
で
あ
る
口
の
機
能
の
低
下
に

た
時
、
基
本
的
に
口
峡
は
閉
じ
て
お

り
嚥
下
前
に
咽
頭
ま
で
流
れ
る
の
は

異
常
な
状
態
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
咀

嚼
嚥
下
の
場
合
、
口
峡
は
開
き
口
腔

と
咽
頭
は
一
空
間
。
舌
も
軟
口
蓋
も

咀
嚼
中
ず
っ
と
動
き
、
嚥

下
前
に
食
塊
は
咽
頭
に
達

し
て
い
る
。
つ
ま
り
液
体

嚥
下
は
４
期
モ
デ
ル
（
口

腔
準
備
期→

口
腔
期→

咽

頭
期→

食
道
期
）
で
進
行

す
る
が
、
咀
嚼
嚥
下
は
プ

ロ
セ
ス
モ
デ
ル
（S
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で
進
行
す
る
。（
図
３
）

咀
嚼
し
た
食
物
は
舌
に

よ
っ
て
能
動
的
に
咽
頭
へ

と
送
ら
れ
、
食
物
の
物
性

に
よ
っ
て
は
重
力
の
影
響

を
受
け
る
。
舌
の
機
能
は

非
常
に
重
要
で
、
歯
が
な

く
て
も
食
べ
ら
れ
る
が
舌

が
機
能
し
な
け
れ
ば
食
べ

講 演１今
日
は
「
口
か
ら
繋
げ
る
フ
レ
イ

ル
・
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予
防
」
と

い
う
題
で
前
半
は
咀
嚼
に
つ
い
て
、

後
半
は
予
防
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
最

後
は
自
分
た
ち
の
研
究
の
取
り
組
み

第
34
回

講
演
会

令
和
３
年
６
月
16
日
（
水
）
午
後
７

時
よ
り
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
に
て
開
催
さ
れ
た
。

東
京
医
科
歯
科
大
学
大
学
院

地
域
・
福
祉
口
腔
機
能
管
理
学
分
野

松
尾

浩
一
郎

教
授

よ
り
栄
養
が
偏
り
、
低
栄
養
に
な
り

フ
レ
イ
ル
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と

に
関
し
て
は
最
近
多
く
の
エ
ビ
デ
ン

ス
が
示
さ
れ
て
い
る
。(

図
１)

残
存
歯

数
と
栄
養
障
害
の
関
連
は
東
京
大
学

の
研
究
で
も
示
さ
れ
て
い
る
。
日
本

歯
科
医
師
会
で
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
た
が
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の

定
義
は
「
老
化
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な

口
腔
の
状
態
（
歯
数
・
口
腔
衛
生
・

口
腔
機
能
な
ど
）
の
変
化
に
、
口
腔

健
康
へ
の
関
心
の
低
下
や
心
身
の
予

備
能
力
低
下
も
重
な
り
、
口
腔
の
脆

弱
性
が
増
加
し
、
食
べ
る
機
能
障
害

へ
陥
り
、
さ
ら
に
は
フ
レ
イ
ル
に
影

響
を
与
え
、
心
身
の
機
能
低
下
に
ま

で
繋
が
る
一
連
の
現
象
及
び
過
程
」

と
さ
れ
て
い
る
。（
図
２
）
つ
ま
り
あ

る
段
階
だ
け
で
は
な
く
プ
ロ
セ
ス
全

体
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

基
礎
的
な
話
で
あ
る
が
、
食
べ
る

機
能
の
障
害
に
つ
い
て
は
液
体
嚥
下

と
咀
嚼
嚥
下
で
は
送
り
込
み
の
プ
ロ

セ
ス
が
異
な
る
。
液
体
を
口
に
入
れ

口
か
ら
繋
げ
る
フ
レ
イ
ル
・

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予
防

（
２
面
に
続
く
）

る
こ
と
は
出
来
な
い
。

舌
の
機
能
検
査
と
し
て
舌
圧
計
が

用
い
ら
れ
る
。
舌
圧
は
基
本
的
に
女

性
が
低
く
欧
米
人
の
方
が
強
い
。
全

身
の
筋
肉
量
と
相
関
す
る
と
思
わ
れ

る
が
、
高
齢
に
な
る
と
変
わ
ら
な
く

な
っ
て
く
る
。

施
設
に
入
所
し
て
い
る
高
齢
者
の

調
査
に
よ
る
と
舌
圧
と
全
身
の
筋
力

（
握
力
）
と
食
事
形
態
に
相
関
が
認
め

ら
れ
た
。（
図
４
）
あ
る
施
設
で
の
調

（図１）
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査
で
は
常
食
を
食
べ
て
い
る
人
の
舌

圧
は2

0
K

P
a

以
上
、
ソ
フ
ト
食
の
人

は2
0
K

P
a

以
下
で
あ
っ
た
。
予
備
力

が
な
け
れ
ば
ち
ょ
っ
と
し
た
体
調
低

下
で
す
ぐ
摂
食
嚥
下
機
能
が
低
下
し

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
為
、
現
在

の
状
態
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
は
重

要
で
あ
る
。

舌
の
筋
力
訓
練
に
は
綿
棒
、
ス
プ

ー
ン
の
背
な
ど
を
舌
で
最
大
筋
力
の

60
か
ら
80
％
の
力
で
押
し
上
げ
る

（
10
回
を
朝
夕
週
３
回
）
方
法
や
ペ
コ

パ
ン
ダ
を
用
い
た
方
法
が
あ
る
。
疾

患
等
で
舌
機
能
が
低
下
し
た
場
合
で

も
Ｐ
Ａ
Ｐ
舌
接
触
補
助
床
が
効
果
的

で
あ
る
。

口
腔
機
能
低
下
症
に
つ
い
て
は
分

か
り
や
す
い
動
画
「
５
分
で
わ
か
る

口
腔
機
能
低
下
症
」
を
用
意
し
て
お

りY
ou

T
u

b
e

で
検
索
し
て
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
「g

o
 in

d
ep

en
d
en

t

」

の
サ
イ
ト
か
ら
は
こ
の
他
に
も
有
用

な
資
料
が
入
手
で
き
る
。

歯
科
補
綴
治
療
・
義
歯
と
栄
養
改

善
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
義
歯
を
修

理
す
る
と
咀
嚼
能
力
は
改
善
す
る
が

栄
養
は
改
善
し
な
い
。
噛
め
る
よ
う

に
な
っ
て
も
食
事
内
容
・
食
習
慣
が

変
わ
ら
な
け
れ
ば
栄
養
は
改
善
し
な

い
。
栄
養
指
導
を
同
時
に
行
い
、
栄

養
改
善
そ
れ
に
伴
う
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上

を
図
る
必
要
が
あ
る
。
食
べ
る
機
能

の
障
害
に
つ
い
て
、
咽
頭
期
と
と
も

に
口
腔
期
も
重
要
で
、
誤
嚥
す
る
し

な
い
だ
け
で
は
な
く
、
何
を
食
べ
る

か
が
重
要
で
あ
る
。（
図
５
）

口
腔
機
能
を
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク

し
て
フ
レ
イ
ル
予
防
に
繋
げ
る
こ
と

が
重
要
だ
が
、
口
腔
機
能
が
低
下
す

る
と
フ
レ
イ
ル
に
つ
な
が
る
と
い
う

情
報
を
患
者
さ
ん
に
提
供
す
る
と
共

に
他
職
種
と
情
報
共
有
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

口
腔
機
能
低
下
症
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
老
年
歯
科
医
学
会
作
成
の
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
は
活
用
し
や
す
い
。

（
１
）
口
腔
乾
燥
／
唾
液
に
は
抗
菌
作

用
、
緩
衝
作
用
、
消
化
作
用
、
摂
食

作
用
、
防
御
作
用
、
再
石
灰
化
作
用

等
の
重
要
な
働
き
が
あ
る
が
口
腔
乾

燥
に
よ
っ
て
そ
の
機
能
が
失
わ
れ
る
。

そ
の
原
因
の
最
大
の
も
の
は
薬
剤
の

副
作
用
で
あ
り
薬
剤
調
整
、
水
分
摂

取
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
唾

液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
効
果
は
一
時
的

な
こ
と
が
多
い
。

（
２
）
咬
合
力
の
低
下
に
つ
い
て
は
、

歯
科
医
院
受
診
で
対
応
す
る
。

（
３
）
舌
口
唇
運
動
機
能
低
下
／
検
査

（図２）

（図３）

（図４）

（図５）
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は
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
リ
が
あ
る
の
で

利
用
し
た
い
。
対
処
法
と
し
て
は
加

齢
に
よ
る
も
の
に
つ
い
て
は
会
話
や

新
聞
朗
読
な
ど
が
持
続
し
や
す
い
。

し
か
し
こ
れ
を
ど
う
継
続
し
て
い

く
か
が
課
題
で
あ
る
。
口
腔
の
リ
ハ

ビ
リ
は
ど
う
し
て
も
動
き
が
小
さ
く

面
白
み
に
欠
け
て
続
け
に
く
い
為
、

全
身
と
関
連
づ
け
て
継
続
し
て
い
く

の
が
有
効
で
あ
る
。

“
カ
ム
カ
ム
”

健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
口
腔
機
能
低
下
、

偏
っ
た
栄
養
、
活
動
量
低
下
、
社
会

活
動
性
低
下
に
よ
る
フ
レ
イ
ル
・
オ

ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
の
対
応
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し

て
提
供
し
予
防
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
（
図
６
）
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、

動
画
と
も
先
に
紹
介
し
た
サ
イ
ト
か

ら
入
手
可
能
な
の
で
活
用
し
て
ほ
し

い
。カ

ム
カ
ム
弁
当
は
、
噛
む
力
を
鍛

え
、
栄
養
価
の
高
い
食
事
を
取
る
こ

と
に
よ
り
、
し
っ
か
り
噛
む
こ
と
を

意
識
し
口
の
健
康
を
高
め
る
こ
と
が

目
標
。
口
腔
体
操
は
自
宅
で
行
い
、

集
合
で
全
身
の
運
動
と
カ
ム
カ
ム
弁

当
を
食
べ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
初

め
は
噛
み
ご
た
え
の
あ
る
（
噛
み
ご

た
え
の
あ
る
食
材
を
！
大
き
く
切

る
！
加
熱
を
少
な
く
！
水
分
少
な

く
！
）
弁
当
に
戸
惑
っ
て
い
た
参
加

者
も
次
第
に
慣
れ
て
（
ア
ダ
プ
テ
ー

シ
ョ
ン
）
普
段
の
食
事
で
も
気
を
つ

け
、
口
腔
機
能
の
異
常
に
も
気
を
つ

け
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
行
動
変

容
、
意
識
変
容
が
起
き
る
。
地
域
の

行
政
、
歯
科
医
師
会
と
も
連
携
し
て

実
施
し
運
動
機
能
、
口
腔
機
能
共
に

（図６）

（図７）

明
ら
か
な
向
上
が
あ
っ
た
。（
図
７
）

自
治
体
と
の
共
同
事
業
で
は
今
年

は
（
コ
ロ
ナ
で
不
確
定
で
は
あ
る
が
）

愛
知
県
豊
明
市
、
高
知
県
、
長
野
県

大
町
市
、
松
本
市
、
平
塚
市
と
地
域

の
歯
科
医
師
会
、
企
業
、
大
学
で
共

同
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
事
業
の
Ｈ
Ｐ
も
あ
る
の
で
参

考
に
し
て
欲
し
い
。

美
味
し
く
カ
ム
カ
ム
Ｏ
Ｋ
Ｇ(

お
い

し
く
　
カ
ム
カ
ム
　
ご
っ
く
ん)

【お知らせ】本年度の総会は開催を見送り、

埼玉県摂食嚥下研究会H P掲載による書面報

告に代えさせて頂きます。

ホームページが新しくなります！（近日公開）




